
 

 

 

土壌汚染処理技術フォーラムを開催いたします。皆様方のご参加をお待ち

しております。 

【開催日】 平成２９年 3 月７日（火） 

午後２時半～午後４時半（開場午後２時） 

【会 場】 都庁大会議場（都庁第一本庁舎５階）（新宿区西新宿 2-8-1） 
        都営大江戸線 都庁前駅 徒歩 1分、JR 新宿駅 徒歩 10 分 
           ※会場には、公共交通機関でご来場ください。 

           ※５階「大会議場」へは、第一本庁舎北側エレベーターでお越しください。 
東京都では、本庁舎のセキュリティ強化策を本格的に講じるため、セキュリティゲ

ートの設置と受付の運用を開始しています。都庁舎をご利用の皆様には、ご不便をお

かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

 【対 象】 都内の有害物質取扱事業者、指定調査機関、施工会社等 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【お問い合わせ先】  

東京都 環境局 環境改善部 化学物質対策課 

土壌地下水汚染対策担当 

  電話（直通） 03－5388－3430 

参加無料・申込み不要 

直接会場までお越し下さい 

http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/chemical/soil/information/index.html 

第 12 回土壌汚染処理技術フォーラム 
～持続可能な土壌汚染対策に向けて～ 

 

産業界における環境負荷低減の取り組みが進む中、環境負荷を考慮した土壌汚染対

策方法の意思決定のための考え方として、グリーン・レメディエーション(ＧＲ)や、

さらに社会・経済面を考慮したサステイナブル・レメディエーション(ＳＲ)が検討さ

れ、国際標準(ＩＳＯ)化も進められています。今回のフォーラムでは、国内外のＳＲ

の取組状況を中心に情報提供させていただきます。 

【開催内容（予定）】    

1. 持続可能な土壌汚染対策(ＳＲ)の取組みと国際連携 

国立研究開発法人産業技術総合研究所 地質調査総合センター 

地圏資源環境研究部門 地圏環境リスク研究グループ 

研究グループ長 張 銘 氏 

(Sustainable Remediation コンソーシアム 副会長) 

 

2. ＳＲに関する国際組織の取組と国際標準(ＩＳＯ)化の動向 

株式会社竹中工務店 技術研究所 エコエンジニアリング部 

環境浄化グループ  主任研究員 古川 靖英 氏 

(Sustainable Remediation コンソーシアム 運営委員) 

 

3. 土壌汚染対策における環境負荷の評価手法について 

（東京都環境局環境改善部化学物質対策課） 

 

※当日の天候により公共交通機関の運行に著しい支障が生じた場合は、開催を中止させていただくことがあります。 
中止の場合はホームページ上でお知らせいたしますので、当日の午前中にホームページをご覧下さい。 

先着 300 名 


